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トは計 7 問で，二者択一の質問が 1 問（「はい」か「い
いえ」）， ライカート・タイプの質問が 2 問（「大賛成」









3 問に対し，質問毎に英語で 2 分以内で答えるように
指 示 し た． 学 習 者 の 回 答 は， 録 音 し，Kormos & 
Dénes （2004） が提唱する会話力を測るのに最も適切
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